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田漢の一九二〇年代の作品における女性像にみる近
代日本の影響



































































































































人宗白華から 手紙に 二、三枚の「学灯」が同封されていた時、宝物を得たように大変喜び 数日間も続いた意志消沈した状態から抜け出すことができたと書いてい 。ここから、田漢は日本留学中、中国 文芸書籍や研究資料がなかなか手に入らないことが推測できる。田漢は「少年中国学会」の会員であるため、毎月中国から『少年中国』が届いてが、文藝誌や研究資料は日本国内の出版物に頼っていた 考えられる。　
田漢の一九二一年の日記『薔薇之道』によると、 『東京日日新聞』と『東京朝日新聞』を定期購読し、 『東京日日新聞』
に連載の「学者気質」といった気に入った記事を切り抜い ノートに貼り付ける習慣を持っていた。そのほかに、 『時事新報』 、 『報知新聞』 、 『国民新聞』もよく購入していた。つまり、当時東京五大新聞のうち四つも日常的に読んでい ことがわかる。新聞 ほかに、当時の主な文芸誌も常 読んでいた。同日記十月二七日の項から『解放』 定期購読、十月十六日の項 ら『改造』をよく読んでいたことが確認できる。　
上記の新聞記事のなかで、田漢が最も興味をもつのは三面記事、とくに恋愛に関するものである。同 記『薔薇之道』


















































































約者がいるが、喫茶店の女中廬美玉に引かれる。大学卒業後、二人は違う道を歩んだ 秋白は家業を受け継ぎ、投資活動も始め、新しい資本家となり、美玉と結婚した。しかしその後、事業が傾きはじめ、元婚約者の家の援助 求めるために、美玉と離縁 、元婚約者と結婚する。一方、其昌は同志らと新しい村を作り、社会の不合理を変え、理想的社会を作ろうとした。美玉は新しい村へ其昌を尋ね、其昌と一緒に村で働きながら幸せに暮らすようになる 事業が完全に失敗し、乞食 成り果てた秋白は新しい村を訪れ、其昌と美玉に再会 たが、二人の幸せの邪魔になりたくないため 自殺してしまう。　「薛亜夢之鬼」と「昼飯之前」では、工場で働く女工たちの惨めな生活に心を痛め、葛藤もあったが、最後に三姉妹は一緒に無産階級の道へ歩いていく。映画シナリオ「到民間去」の廬 は女工では いが 喫茶店 女中である。資本家との結婚・離婚を経て、結局新し 村を作り上げた元恋人のもとに戻り、無産階級者と一緒に希望あふれる生活を暮らしていく。 「戦慄」の主人公は男性であるが、裕福で複雑な家を出て無産階級者 て独立するようと決心する。　これらの作品を書き上げた一九二〇年代は、ちょうど日本社会運動の高揚期にあたり、 「無産階級」という言葉が普及
する頃であった 田漢は日本社会の動向を見つ 関心を示 ていた。　
田漢は一九二〇年二・三月に『少年中国』第一巻第八・九期に発表した論文「詩人と労働問題」の冒頭では、 「最近、






















詩壇の新人、 「純情詩人」とも呼ばれる詩人生田春月が著作した『新詩作法』の序文と第一章の内容を引用し、詩人になるにはまず詩 として、人間としての素養が必要であるという生田の主張に共鳴を感じ、全書を中国語に訳して『少年中国』の読者に紹介したい気持ちを強く持ってい と語っている。さらに、詩人となる素養は人間となる素養であるという生田の考え 基づき、自分の観点を示す。つまり、詩人は 種類の労働を行う労働者である。一つは人間となるための労働、もう一つは詩人となるため 労働である ほかに 論文 日本作家 論説や事例を多く取り上げ 日本文壇と社会熟知している様子がうかがえ 。 とえば、小説家小川未明は家族全員に疫病にかか 、生活に苦しんだ折、日本文壇の諸作家は、小川を物質上と精神上慰めるために 『小川未明氏慰安集』を出版すると提案した。田漢はイーディス・ネズビットの詩から この頭脳労働者同士の助け合いを連想し、たいへん感動したと書いている。そして、 「詩を愛する人の心の中では、高山樗牛の言う美しい生活を想像することができる」と うような書き方は日本文学への深い理解 示している。　
論文「 「知識の実」を食べた後の話」においては、結婚前と結婚後の女工の悲惨な工場での生活にて受けた害を、日本、





































家庭の束縛から逃げ出し、工場で働き、経済の独立がある程度実現できるようになる。しかし、ただ無償の奴隷からサラリー奴隷に、 『人形の家』の主人公から「解放の悲劇」の主人公に変わったのである。女工たちの惨めな生活ぶりは、これが最善の解決策ではないと示 ている。これからは、女性は男性と団結して無産階級の社会主義的な生活を送るべきである。田漢がこの論文を書いた当時、中国では女子 、つまり女権論、女子職業論が最も盛んに唱えられる時期にあたる。日本の女子運動は中国よりずっ 歴史があ ため、中国 女性運動は先輩の挫折や失敗から学び、遠回りを避けて近道を選ばなけ ばならないのである。　
実際に、 「薛亜夢之鬼」 、 「昼飯之前」 、 「戦慄」 、 「到民間去」という田漢の作品は、みな最後に無産階級に仲間入りして








るほかに、それに関連する作品も創作した。純愛 讃え、自由恋愛に基づいた結婚を主張する女性が主人公として描かれてい 。一方 女性解放運動の一環となる女性 社会参加の進展により、繊維産業で働く女工が大量に増えていた。田漢は過酷な労働環境で働き、悲惨な生活を送る女工に同情の目線を向け、彼女たちを救うために、社会主義運動に目覚めるべきだと考えている。この考えを女性主人公に託し、資本家 家庭から独立し、女工などの労 者を援助し、無産階級に仲間入りするような女性像も作り上げた。 「珈琲店之一夜」 、 「獲虎之夜」 、 「薛亜夢之鬼」 、 「昼飯之前」などの作品は中国からの資料が少ない か、日本社会や日本の書籍と真正面から向き合う環境の中から生まれたものである。　
田漢は上海に帰った後も日本とのつながりを持ち続けていた。ほかの知識人と同じように、日本の書籍を通して外国を
知るために、内山書店によく出入りして日本文学や社会に関する最新情報を確認していた。谷崎潤一郎や佐藤春夫などの文学者とは親交が深く、菊池寛や武者小路実篤などの作品翻訳などを行っていた。日本文壇の動向をよく把握すると同時に、その刺激を受け 日本留学時代の延長線 ある作品「生之意志」 、 「湖上 悲劇」 、 「南帰」 「戦慄」 、 「到民間去」を世に送り出したと考えられる。　
以上述べてきたように、田漢の一九二〇年代の作品における女性像の形成は、当時の日本社会、特に女性解放運動や社
会主義運動から大いに示唆 ていたといえ 。
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